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《環境行動》

1.　具体的に次の事に取組みます

① 技術力向上（資格の取得・勉強会の実施）

② 電力・化石燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

③ 建設資材の省資源、廃棄物の3Ｒ（減量・再利用・再生利用）の推進

④ 節水

⑤ 環境に配慮した製品の提案、販売の促進

⑥ 5Ｓ活動の推進

2.　環境関連法規則や当社が約束したことを順守します。

制定日：
改定日：
改定日：

株式会社　興徳企業
代表取締役　中尾秀徳
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環 境 経 営 方 針

平成25年4月1日
平成31年4月1日
令和2年8月30日

私達は、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下
資源の枯渇への対応が、人類共通の重要課題であると認識しております。
限りある資源を有効利用し、現場での作業、環境に優しい製品の提案・
販売等 環境負荷の低減を図るために、全社一丸となって環境経営の
継 続 的 改 善 に 取 組 み ま す 。



2.　事業所の概要

（1） 事業所名
　　本社 ：株式会社　興徳企業　代表取締役　中尾秀徳

（2） 所在地
　　本社 ：熊本市北区徳王1丁目2番72号

　資機材倉庫：熊本市北区和泉町1158-5

（3） 事業内容
　　水道施設工事　管工事　土木一式工事　舗装工事
　　エルピーガス及びガス機器類の販売

　　建設業許可　：　熊本県　第10738号
　　液化石油ガス販売事業者　　：　熊本県知事　43A0462
　　液化石油ガス保安機関認定　：　熊本県知事　43A0227ＲＡ
　　産業廃棄物収集運搬業許可　：　熊本県　第04301110772号（自社工事分のみ）

項目 単位 令和3年度 令和4年度
売上高 百万円 238 188
資本金 万円 2,000 2,000
社員数 人 13 15
車台数 台 9 9

　　昭和 60 年 10 月   1 日　　株式会社　中尾商店　創立
　　平成  5  年  6  月 10 日　　株式会社　興徳企業に社名変更
　　平成 12 年  9  月 25 日　　八代支店開設
　　令和  4  年  3  月 25 日　　八代支店閉鎖

（4） 会計年度
　　期首　：　7月　　　期末　：　6月

（5） 環境管理責任者及び担当者連絡先
　　環境管理責任者 磯野新太
　　事務局担当者名 中尾真奈美
　　電話　096-322-1100　Fax　096-322-1118

3.　認証登録の範囲
　　全組織・全事業を対象とする。　　
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4.　実施体制

役　割 責任及び権限
・環境経営方針を定める
・環境経営方針を定める環境管理責任者を任命する

代表者 ・環境への取組を適切に実行するための資源
　（人員・設備・費用）を準備する
・全体の評価と見直しを実施し、必要な指示を行う
・環境経営システムの構築、運用、維持に関する責任と
　権限を有する

環境管理責任者 ・文書・記録を確認し承認する
・環境経営システムの運用状況、実績を代表者に
　報告する
・全体計画の立案を行う
・文書の作成、管理を行う
・一般教育の実施、管理を行う
・システム運用上の事務管理を行う
・必要に応じ部門計画を立案する

部門推進者 ・実務教育を実施する
・実施状況を確認し、記録をとる
・担当する業務に関連した環境目標及び環境活動計画の
　内容、手順を認識し、自らの役割を実行する

社　　　　員

EA21事務局

社　　員

ー３ー

代表者 中尾秀徳

環境管理責任者
磯野 新太

事務部門
推進者 中尾真奈美

工事部門
推進者 磯野新太

EA21 事務局
中尾 真奈美



5.　環境経営目標（全社）

基準年度及び
実　　　　績

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
7月～6月 7月～6月 7月～6月 7月～6月

資格の取得

会社の取得方針
に基づき必要な
資格を調べ計画
を立てる

資格取得 資格取得 資格取得

勉強会の実施 勉強会 勉強会 勉強会 勉強会

電気使用量の削減 ー1%　 ―2％　 ー3％　
（事務所）　　　ｋWｈ 1,836 1,818 1,799 1,781

※CO2換算(kg-CO2) 887 878 869 860
電気使用量の削減 ー1%　 ―2％　 ー3％　
（倉庫）　　　　ｋWｈ 629 623 616 610

※CO2換算(kg-CO2) 304 301 298 295
電気使用量の削減 ー1%　 ―2％　 ー3％　
（現場）　　　　ｋWｈ 2,339 2,316 2,292 2,269

※CO2換算(kg-CO2) 1,130 1,118 1,107 1,096
ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 ー1%　 ―2％　 ー3％　

Ｌ 7,266 7,193 7,121 7,048
CO2換算(kg-CO2) 16,857 16,688 16,520 16,351

軽油使用量の削減(車両) ー1%　 ―2％　 ー3％　
Ｌ 9,204 9,112 9,020 8,928

CO2換算(kg-CO2) 23,747 23,510 23,272 23,035
軽油使用量の削減(重機) ー1%　 ―2％　 ー3％　

Ｌ 9,204 9,112 9,020 8,928
CO2換算(kg-CO2) 23,747 23,510 23,272 23,035

CO2換算(kg-CO2)の ー1%　 ―2％　 ー3％　
合計量 66,672 66,005 65,339 64,672

水 節水  　　　　　　　 ㎥ 64.0 63.4 62.7 62.1

廃
棄
物

産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙの
推進

100% 100% 100% 100%

グ
リ
ー
ン
購
入

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 62% 62% 62% 62%

目標及び目標値
項　目

方
針

技
術
力
向
上
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基準年度及び
実　　　　績

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
7月～6月 7月～6月 7月～6月 7月～6月

製品・ｻｰﾋﾞｽにおける
環境配慮型機器・器具等
の販売

27件 30件 30件 30件

社
会
貢
献

　社会・地域貢献 2回以上/1年 2回以上/1年 2回以上/1年 2回以上/1年

5
S
活
動

　5S活動の推進 100% 　5Ｓ活動を具体化し、実践する

※ 購入電力はの排出係数は、令和３（2021）年の九電調整後係数　0.382（kg-CO2/ｋWｈ）

を使用。
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項　目
目標及び目標値
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6.　環境経営計画及び取組状況の評価

環境
方針

環境目標 責任者 活動計画 担当者
取組状況
の評価

（本社）

1.仕事に必要な資格を調べる 全社員 ○
2.自分に必要な資格を調べ、取得に向けて計画を立てる 〃 ○
3.受験し、資格を取得する 〃 ○
1.勉強会の内容を検討する 〃 ○
2.必要に応じ、講師を招き勉強会をする 〃 ○
1.空調を使用する場合は、室内温度を、夏季は28度
冬季は20度を目安に使用する。

〃 ○

2.エアコンフィルターの掃除をする(2回/年） 〃 ○
3.不要照明の消灯 〃 ○
4.クールビズ。ウォームビズを実施する 〃 ○
5.太陽光、自然光の活用 〃 ○

6.資機材置場、現場事務所での節電に努める
(不要な照明・空調の温度設定に留意し適切に使用)

〃 ○

1.車両の始業前点検、定期点検を確実に行う 〃 ○
2.空気圧の点検を実施する 〃 ○
3.ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施する 〃 ○
4.不要物を積載しない 〃 ○
5.給油記録による運転管理の実施 〃 ○
1.車両の始業前点検、定期点検を確実に行う 〃 ○
2.空気圧の点検を実施する 〃 ○
3.ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施する 〃 ○
4.不要物を積載しない 〃 ○
5.給油記録による運転管理の実施 〃 ○
1.車両の始業前点検、定期点検を確実に行う 〃 ○
2.ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施する 〃 ○
3.特自検の際は、点検と共に記録をとる 〃 ○
4.給油記録による運転管理の実施 〃 △
1.廃棄物の区分を徹底する 〃 ○
2.廃棄物の区分ごとの排出量を計測する 〃 ○
1.両面コピー・2in1コピーの徹底 〃 △
2.裏紙使用 〃 ○
3.使用済封筒の再利用 〃 ○
4.電子メールの活用 〃 ○
1.蛇口に節水ステッカーを貼り、節水を呼び掛ける 〃 ○
2.蛇口に節水コマ（節水型蛇口）を設置する 〃 ○
1.ｺﾋﾟｰ用紙等については、再生紙を使用する 〃 ○
2.ｴｺﾏｰｸ、環境配慮製品を優先的に使用する 〃 ○
3.グリーン製品購入に努める 〃 ○
4.省ｴﾈﾙｷﾞｰ適合基準製品を購入する 〃 ○
5.ｸﾞﾘｰﾝ購入率を把握する 〃 ○

電気使用量の削減
中尾
専務

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減

軽油使用量の削減
（車両）

軽油使用量の削減
（重機類）

奥田

奥田

奥田

廃棄物の
ﾘｻｲｸﾙの推進

奥田

中尾

節水 奥村

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進

技
術
力
向
上

　資格の取得

　勉強会の実施

専務

専務

奥村

水

グ
リ
ー
ン
購
入

廃
棄
物 一般廃棄物の削減
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環境
方針

環境目標 責任者 活動計画 担当者
取組状況
の評価

（本社）

環境配慮製品の販売
拡大（水回り）

専務
1.水道関連器具において、節水型への取替を提案し
・販売につなげる

各担当者 ○

環境配慮製品の販売
拡大（ガス部門）

専務
1.ガス機器販売において、ｴｺｼﾞｮｰｽﾞ等の環境配慮
・製品の提案・設置の推進

各担当者 ○

環境に配慮した現場
施工（工事部門）

専務

1.現場施工において、使用する機器・重機類は点検
しCO2の低排出・低騒音に努める
2.施工地域の住民への周知を徹底し、安全に施工で
きるよう工事手順を遵守する

各担当者 ○

1.熊本市管工事協同組合及び青年部主催のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
・活動に参加する

全社員 ○

2.現場近隣での、公園・ｶｰﾌﾞミラー・交通標識等の
・清掃実施

〃 ○

1.整理　不要なものを捨てる 〃 ○

2.整頓　使いやすく並べて表示する 〃 ○

3.清掃　きれいに掃除しながら、あわせて整理する 〃 ○

4.清潔　きれいな状態を維持する 〃 ○

5.躾　　きれいに使うよう習慣づけよう 〃 △

評価基準　　　○　：　できている　　　△　：　改善の余地あり　　　✕　：　出来ていない

二酸化炭素排出量の削減の活動と共に

5S活動の一環として、各車両の責任者を全員の話し合いにより決定

　車両番号 　　　　　担当者名 評価

　熊本　11　  た　3866 奥田　康二　　　三小田圭史郎 〇

　熊本　46　  ね　3144 平山　武蔵　 〇

　熊本　430　ち　1100 宮﨑　敬 〇

　熊本　400　と　990 奥田　康二　　　 〇

　熊本　400　す　2337 濱口　右敬　　平山　武蔵 〇

　熊本　480　た　6902 奥田　康二　　宮﨑　敬 〇

　熊本　430　は　1100 濱口　右敬　　　 〇

　熊本　430　は　1101 三小田　圭史郎 〇
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社会・地域貢献 奥田

社
会
貢
献

5
Ｓ
活
動

5S活動の推進 社長

製
品
サ
ー
ビ
ス



7.　2022年度　環境目標の実績評価と今後の活動（全社）

目標 実績 達成度 判定
会社の取得方針に基づき必要
な資格を調べ計画を立てる

検定試験・講習の受検 100% ○

勉強会の実施
WEBを利用した勉強
ﾒｰｶｰの指導による実習

100% ○

(評価と今後の取組内容）

kWh 1,836 1,712 107%
kg-CO2 887 654 136%

kWh 2,968 3,137 95%
kg-CO2 1,433 1,198 120%

L 7,266 12,311 59%
kg-CO2 16,857 28,562 59%

L 18,408 25,062 73%
kg-CO2 47,494 63,732 75%

LPガス L 7 6 112%
kg-CO2 21 18 117%
kg-CO2 66,692 94,164 71% △

廃棄物リサイクルの推進 100% 100% 100% ○

(評価と今後の取組内容）

空調機の温度設定などに注意し、電力使用量の削減に努めていきたい。

・電気使用量について、事務所屋根に太陽光発電パネルを設置したことにより電気使用量・CO2排出量を
大幅に削減することができている。今後も、未使用器具のチェックによる節電・ブラインドの適宜使用等

・ガソリンの増加は、施工現場と材料搬入場所の移動距離や夜間工事の機材の使用量が増えたためである。

　リサイクル処理が出来ている。

項　　目
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技
術
力
向
上

ｶﾞｿﾘﾝ使用量

軽油（車両・重
機等）

資格の取得

勉強会の実施

電気使用量
（事務所）

電気使用量
（倉庫・現場）

・資格の取得について、検定試験の受験や技能講習の作業主任者等の講習を受講している。
　CPDS認定「デキスク」のインターネット講習を利用して、各自ユニットを取得が出来ている。
　今後も試験や講習の案内を「従業員共有LINE」で周知して、資格取得へ繋げていきたい。
　また、講習で得た知識を現場で生かせるよう経験値の高い先輩社員の指導にも期待したい。

軽油（車両用・重機用）は、増加しているが、掘削作業の量が多かった事が影響していると考えられる。

　事務所から発生する機密文書は、シュレッダー処理ではなく処理業者に処理を依頼し、
　100％リサイクルを目指している。
・廃棄物の委託処理において、処理業者との年間契約にもれがないよう取り交わしを確認する。
・資材置場でも、分類を定めて常に分別するという意識を持ち取り組んでいく。

今後も車両運用の工夫をして燃料の使用量を抑えていきたい。

(評価と今後の取組内容）
・産業廃棄物管理票（マニフェスト）に基づき、現場から中間処分場へ搬出し、その後適正に

(注）達成率はkg-CO2

○

○

×

△

○

合計　CO2排出量

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減



目標及び目標値 実績 達成度 判定

　　　　　　　64㎥ 　　　　　　96㎥ 67% ×

62% 62% 100% ○

27件 33件 122% ○

(評価と今後の取組内容）

2回 3回 150% ○

100% 85% 85% △

　全作業員が、安全への意識を持って事故がないよう工事手順を守っていく。

(評価と今後の取組内容）

製品・ｻｰﾋﾞｽ

・事務用品購入にあたっては、ｸﾞﾘｰﾝ製品（エコマーク・GPN表示）を優先的に購入した結果
　前年度と同じ割合で推移した。　今後も継続して取り入れていく。
・現場での、砕石・舗装材においては、発注者より新材使用の指定がない限りは、再生材
　（再生粒調砕石・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ・再生密粒ｱｽｺﾝ・再生粗粒ｱｽｺﾝなど）を使用している。

・水栓器具・給湯器などの工事依頼を受けた際は、節水型の器具や熱効率の良いエコジョーズ・
　エコフィール・エコキュートを提案し、節水・環境に理解を深めて積極的に設置した。
　また、漏水修理の依頼に対しては出来る限り早く対応し、貴重な水の流出を防ぐよう努めた。

項　目
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社会・地域貢献

　がるので、従業員全員で使いやすい環境を目指していく。

・熊本市（H19年から）熊本県（H23年から）と防災協定を締結しているので、要請があれば
　協力していく。

(評価と今後の取組内容）

・新社屋、資機材置場も変わり、全従業員が「5Ｓ活動」の目的を共有する事が必要とされる。
　改善点などを定期的に検討し、目的の明確化を共有することで、業務の効率の向上にもつな

(評価と今後の取組内容）

５S活動の推進

・現場の近隣住民の方からの要望に耳を傾け、環境に係る活動を継続していく。
・熊本市管工事協同組合の清掃活動に参加していく。

※　判定基準 〇　100％以上　△　70％～99％　×70％以下【是正措置対象】

　不必要に水を使用せず、水漏れ点検・報告を実施し、節水意識の向上に取り組んでいく。
　

・2022年10月から、和泉倉庫が新設されたので、数量が増加したのはやむを得ない。

水

(評価と今後の取組内容）

・公衆災害防止として「日頃から」｢事前に」と安全教育や職場の安全措置を実施している。
　市街地での施工は、地域の状況を把握し、事前にチラシを配布し説明を行うなど努めている。

ｸﾞﾘｰﾝ購入



エネルギー使用量
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8.　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境法規等一覧表　兼　遵守評価記録で実施しています。
対象法規等名称
　1.　廃棄物処理法 2.　騒音規制法 3.　振動規制法
　4.　建設リサイクル法 5.　リサイクル法 6.　家電リサイクル法
　7.　自動車リサイクル法 8.　浄化槽法 9.　フロン排出抑制法

遵守評価の結果、環境関連法規への違反はありませんでした。
地域からの苦情や訴訟もなく、関係当局から違反などの指摘もありません。
今後も定期的に順守確認を行い、違反のないよう努めていきます。

9.　代表者による全体評価と見直し

見直し結果
　　　　　項　目 　　　　　　　見直し結果
環境経営方針 継続していく
環境経営目標
環境経営計画

2023年9月30日
　　株式会社　興徳企業
　　代表取締役　中尾秀徳
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　今年度は、事務所の電気及びガソリン使用量は目標を達成することが出来ました。
事務所の電気量に関しては、太陽光を設置したことで、大幅に削減することができ
ました。倉庫の使用量が増加したのは、現場事務所を設置したためです。

　事務所移転を良い機会にして、全員で環境に対する意識を高め、資機材置場では
常に整理整頓し、混在してる素材などは、区分けした場所に必ず置くなど心がけます。
また、活動しやすい環境づくりにも一層努力します。

事務所移転に伴い環境に変化があり基準年度・内容をを見直した

事務所移転に伴い環境に変化があり内容をを見直した

これからも工夫しながら節電・節水に努めていきたいと思います。



令和4年度　今年度の環境経営の取り組みを考える

前年度の環境経営レポート内容を社員全員で共有し、
評価できる点、そうでなかった点、それぞれに意見を出し合いました。
それを元に今年度の取り組みや目標を考え、より意識し目標に取り組みました。
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令和4年度　熊本市優良工事表彰

【　西区上代1丁目配水管布設替他2件工事　】
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令和4年度　SDGs登録へ向けて

熊本県SDGs第5期登録へ向けて、環境・社会・経済それぞれの分野において、
重点的に取り組む事や指標を明確にいたしました。
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・電力・化石燃料の消費に伴う

二酸化炭素排出の削減

環境

・社会・地域貢献活動への

参加・実施

・労働災害を未然に防ぎ

社会
・若年技術者の育成を目的とした

技術者の継続学習CPDS対象への

参加、免許や国家資格の

経済



過去の環境活動・取り組み実績履歴

▷ 2021年度
①　令和4年度　熊本市優良工事表彰
　　【国道266号（城南町千町外）舗装補修工事】

②　令和2年度　新社屋　令和3年1月4日より業務開始

新社屋になり、太陽光発電を設置、照明器具はLEDを採用し、CO2削減に貢献しています。
曇っている日も発電量0ではなく、営業時間中の電気を太陽光にて賄います。

③　2022年4月　現場周辺の道路・側溝などの清掃
　　　　　　　　（熊本市北区黒髪）

④　令和4年度　環境に配慮した製品の販売実績

写真にある節水型トイレへの交換(一回に2～3ℓの節水)他、
センサー付き蛇口への交換やエコジョーズの販売(ガス使用量の削減）を行いました。  
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